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６／１５平成１６年

（１０７増）７７,６２６人　口
（５２増）３８,９１４　　男
（５５増）３８,７１２　　女
（４３増）３７,４６４世帯数

６月１日現在　推計（前月比）

■
施
設
の
内
覧
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
５
時
か

１８

ら
８
時
ま
で
・　

日
�
午
前
９
時
か

１９

ら
午
後
４
時
ま
で

■
７
月
分
の
利
用
申
込
方
法

▽
６
月　

日
�
・　

日
�
（
内
覧
会

１８

１９

中
）　

現
地
施
設

▽
６
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で

２１

３０

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

市
民
協
働

課▽
７
月
１
日
�
か
ら　

東
野
川
３
―

　

―
２
―
１
０
３
狛
江
ハ
イ
タ
ウ
ン

１７管
理
室

■
各
部
屋
の
紹
介

▽
会
議
室　

２
部
屋
あ
り
、
約　

人
２０

ほ
ど
の
会
議
が
開
催
で
き
ま
す
。
間

仕
切
り
を
取
っ
て
１
部
屋
で
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
和
室　
　

畳
の
広
さ
に
板
の
間
が

２４

つ
い
て
い
ま
す
。

▽
多
目
的
室　

一
定
の
防
音
が
施
さ

れ
、
音
楽
が
で
き
る
部
屋
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
。

▽
駐
車
場　

駐
車
は
原
則
と
し
て
機

材
の
運
搬
や
体
の
不
自
由
な
方
の
利

用
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
団
体

　

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す

る
団
体
（
営
利
、
宗
教
活
動
、
政
治

活
動
目
的
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

■
登
録
方
法

　

地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
申
請
書

に
会
員
名
簿
・
会
則
（
あ
る
団
体
の

み
） を
添
え
て
、市
民
協
働
課
へ
申
請

■
休
館
日

　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
お
よ
び
年

末
年
始
（　

月　

日
〜
１
月
４
日
）

１２

２８

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時　

分
ま

３０

で■
貸
出
時
間
帯

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後

１
時
か
ら
５
時
ま
で
、
午
後
６
時
か

ら
９
時　

分
ま
で

３０

■
申
込
方
法

　

使
用
し
た
い
日
の
１
カ
月
前
か
ら

受
け
付
け
（
申
込
受
付
場
所
が
休
み

の
場
合
は
翌
日
）

■
利
用
回
数

　

原
則
と
し
て
１
団
体
週
１
回
（
競

合
し
た
場
合
は
抽
選
）

　

市
内
で
４
つ
目
と
な
る
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー「
愛
称

：

か
わ
せ
み
館
」

（
東
野
川
４
―　

―
１
）
が
７
月
１
日
�
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

３０

　

地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
常
時
管
理
人
が
い
な
い
部
屋
貸
し
館
と
し
て
の
施

設
で
、
地
元
地
域
の
方
々
等
に
管
理
運
営
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
地
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
団
体
で
も
使
い
や
す

い
よ
う
、
利
用
方
法
等
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

地

区

セ

ン

タ

ー

を

利

用

く

だ

さ

い

谷

戸

橋

地

区

セ

ン

タ

ー

の

概

要

谷戸橋地区センター間取り図
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広報こまえ　平成１６年（２００４年）６月１５日　�
　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
納

１６

税
通
知
書
を
７
月
９
日
�
に
発
送
し

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
給
付

費
に
要
す
る
保
険
税（
基
礎
課
税
分
）

と
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
が
対

４０

６４

象
の
介
護
納
付
金
に
要
す
る
保
険
税

（
介
護
納
付
金
分
）
の
合
算
額
で
す
。

そ
の
税
率
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

今
年
度
は
、
税
率
等
に
改
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
納
期
は
８
月
２
日
か
ら
翌

年
２
月　

日
に
か
け
て
の
８
回
払
い

２８

で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
郵
便
局
の
窓

口
で
も
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
取
り
扱
い
郵
便
局
は
、
東
京

都
・
山
梨
県
お
よ
び
関
東
各
県
所
在

の
郵
便
局
（
島
し
ょ
を
除
く
）
で
す
。

口
座
振
替
と
も
ど
も
利
用
く
だ
さ
い
。

■
保
険
税
の
軽
減

　

前
年
の
合
計
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
は
、
保
険
税
を
減
額
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
住

民
税
の
申
告
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ

ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

至
急
手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
保
険
税
の
減
免

▽
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き

▽
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
居
の
親
族

が
、
死
亡
・
失
職
・
廃
業
・
疾
病
等

に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、

生
活
が
困
難
に
な
っ
た
と
き

▽
災
害
等
に
よ
り
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
と
き

▽
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
４
人
以
上

加
入
し
て
い
て
、
収
入
が
一
定
額
以

下
の
場
合

　

以
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
納
期

限
の
７
日
前
ま
で
に
事
情
を
証
明
す

る
書
類
を
添
え
て
減
免
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

私
立
幼
稚
園
等
に
通
園
す
る
幼

児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
３
種
類
の
補
助
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
申
請
書
の
受
け

１６

付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
狛
江
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
が
あ
る
３
〜
５

歳
の
幼
児
（
平
成　

年
４
月
２
日

１０

〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
私

１３
立
幼
稚
園
等
に
通
園
さ
せ
、
入
園

料
・
保
育
料
を
納
め
て
い
る
保
護

者〔
保
護
者
補
助
金
（
月
額
３
�
１

０
０
円
〜
９
�
３
０
０
円
）
〕
補

助
金
額
は
、
平
成　

年
度
の
市
民

１６

税
所
得
割
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

〔
就
園
奨
励
費
補
助
金
〕
平
成　
１６

年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
を
基
準

に
、
該
当
す
る
方
の
み
対
象
と
な

り
ま
す
。

〔
新
入
園
支
度
金
（
７
�
０
０
０

円
）
〕
平
成　

年
４
月
１
日
以
降

１６

に
入
園
し
た
方（
１
人
１
回
限
り
）

※
詳
細
は
、
幼
稚
園
を
と
お
し
て

配
布
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
申
請
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で

２４

に
申
請
書
（
幼
稚
園
で
配
布
さ
れ

ま
す
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
通
園
す
る
幼
稚
園
に
提
出

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

私
立
幼
稚
園
児
の

   
保
護
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

 ■平成１６年度国民健康保険税の税率等

介護納付金分医 療 分

６，１００円１万８，６００円均 等 割 額

２，０００円平 等 割 額

０.９５％５.５０％所得割税率

１８.５０％資産割税率

７０，０００円５３０，０００円賦課限度額

※介護納付金は４０歳から６４歳までの方が対象と
なります。

　

○福
 

医
療
証
が
７
月
１
日
か
ら
変
わ

り
ま
す
。
新
し
い
○福
 

医
療
証
が
交
付

さ
れ
る
の
は
、
昭
和　

年
６
月
ま
で

１２

に
生
ま
れ
た　

歳
未
満
の
方
（
一
定

７０

の
障
害
の
あ
る
方
で
老
人
保
健
法
該

当
者
を
除
く
）
で
、
平
成　

年
中
の

１５

本
人
の
所
得
が
別
表
の
基
準
額
以
下

の
方
で
す
。
た
だ
し
、
社
会
保
険
の

被
保
険
者
本
人
、
生
活
保
護
受
給
者

等
は
除
き
ま
す
。
７
月
１
日
以
降
に

診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新
し

い
○福
 

医
療
証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒

に
医
療
機
関
の
窓
口
へ
お
出
し
く
だ

さ
い
。

　

新
し
い
○福
 

医
療
証
は
６
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
医
療
証
が
届
か
な
い

方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
現
在
の
○福
 

医

療
証
は
７
月
１
日
以
降
使
用
で
き
な

い
の
で
、
保
険
年
金
課
に
返
却
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
事

前
に
申
請
す
る
と
一
部
負
担
金
の
限

度
額
（
月
額
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

平
成　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

１６

知
書
を
７
月
２
日
�
に
発
送
し
ま
す
。

　

年
金
額
が
年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

や
、
年
金
の
種
別
が
老
齢
福
祉
年
金
、

障
害
年
金
の
方
な
ど
が
対
象
で
す
。

　

納
期
の
回
数
は
、
第
１
期
（
７
月

末
）
か
ら
第
８
期
（
翌
年
２
月
末
）

ま
で
の
８
回
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
方
は
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

で
の
納
付
の
ほ
か
に
、
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
す
口
座
振
替

の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
２
月
か
ら　

年

１５

１６

１
月
末
の
間
に　

歳
到
達
や
転
入
で

６５

狛
江
市
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
っ

た
方
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
時
点

１６

で
年
額　

万
円
以
上
の
老
齢（
退
職
）

１８

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
度

前
半
の
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
で
、

後
半
の　

月
以
降
は
年
金
か
ら
介
護

１０

保
険
料
を
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
お
届

け
す
る
納
入
通
知
書
で
、
第
３
期
ま

で
の
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険

６５
者
）
で
、
年
間　

万
円
以
上
の
老
齢

１８

年
金
や
退
職
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
特
別
徴
収
の
納

入
通
知
書
は
、
年
金
支
給
日
に
年
金

か
ら
介
護
保
険
料
を
天
引
き
す
る
と

い
う
通
知
で
あ
り
、
新
た
に
現
金
で

の
納
入
を
お
願
い
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
天
引
き
は
、
仮
徴
収
と
本

算
定
の
２
通
り
で
す
。
仮
徴
収
は
４

月
、
６
月
、
８
月
に
原
則
と
し
て
平

成　

年
２
月
と
同
額
を
天
引
き
し
ま

１６
す
。

　

本
算
定
以
後
は
、
決
定
し
た
平
成

　

年
度
保
険
料
か
ら
４
月
、
６
月
、

１６８
月
の
仮
徴
収
の
合
計
額
を
差
し
引

い
た
残
額
を　

月
、　

月
、
平
成　

１０

１２

１７

年
２
月
の
３
回
に
割
り
振
り
天
引
き

し
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
所
得
税
の
申

告
な
ど
が
原
因
で
市
民
税
に
変
更
が

生
じ
、
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が

上
位
に
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
増
額

分
を
普
通
徴
収
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
へ
の
年
金
の
現
況
届

の
提
出
を
忘
れ
る
な
ど
で
年
金
支
給

が
停
止
に
な
る
と
、
特
別
徴
収
か
ら

普
通
徴
収
に
移
行
し
ま
す
の
で
注
意

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
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■
国
民
年
金
基
金
と
は

　

自
営
業
な
ど
の
方
の
た
め
に
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て
、

よ
り
豊
か
な
年
金
を
保
障
す
る
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
方
は

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
第
一
号

２０

６０

被
保
険
者
で
す
。
た
だ
し
、
次
の

方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

▽
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
る
方

▽
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方■
年
金
の
給
付
は

　

将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て

年
金
額
や
給
付
の
型
を
選
択
で
き

ま
す
。

■
掛
金
は

　

月
額
６
万
８
�
０
０
０
円
を
上

限
に
、
ご
自
身
が
選
択
し
た
給
付

の
型
、
加
入
口
数
、
加
入
時
の
年

齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

掛
金
を
前
納
す
る
と
、
掛
金
額

が
割
り
引
き
さ
れ
お
得
で
す
。

　

な
お
、
加
入
口
数
を
増
や
し
た

り
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
た
だ
し
、
増
口
は
年
度
内

１
回
の
み
と
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
国
民
年

金
基
金
�
（
５
２
８
５
）
８
８
０

０

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

 ■所得制限基準額表
（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者・特別障害者
６．配偶者特別
７．寡婦（夫）・特別寡婦
８．その他

所得制限基準額扶養者の数

２，５７２，０００円０人

３，０５２，０００円１人

３，４３２，０００円２人

３，８１２，０００円３人

４，１９２，０００円４人

国
民
健
康
保
険
税納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
・
特
別
徴
収
）
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

○福
 

医
療
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

〔
投
票
時
間
〕
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

〔
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
〕
６
月　

日
�
ま
で
の
午
前
８
時　

分

１９

３０

か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
市
役
所
３
階
第
１
委
員
会
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

６
月　

日
�
は

２０

　

狛
江
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う

■
普
通
徴
収

■
特
別
徴
収
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雨
だ
れ
落
ち

　

い
ま
で
は
、
軒
先
な
ど
か
ら
し
た

た
り
落
ち
る
雨
の
し
ず
く
、
雨
だ
れ

の
音
を
、
耳
に
す
る
こ
と
も
ま
れ
に

な
り
ま
し
た
。
茅
や
麦
わ
ら
の
草
屋

根
の
こ
ろ
に
は
、 
雨
樋 
を
つ
け
な
い

あ
ま
ど
い

家
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
の
で
、
軒
先
の

土
を
打
つ
雨
だ
れ
は
、
雨
の
日
の
暮

ら
し
の
、
お
も
む
き
深
い
風
景
で
し

た
。

　

雨
だ
れ
の
落
ち
る
軒
先
の
土
に
は
、

雨
だ
れ
の
つ
く
る
大
小
の
く
ぼ
み
が
、

一
列
に
並
ん
で
で
き
ま
す
。
こ
こ
を

雨
落
ち
と
か
、
雨
だ
れ
落
ち
と
か
よ

ん
で
い
ま
し
た
。
雨
落
ち
の
く
ぼ
み

に
は
、
小
石
が
の
ぞ
い
て
い
る
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。
縁
側
に
座
っ
た

幼
い
子
が
、
雨
だ
れ
落
ち
に
跳
ね
と

ぶ
水
玉
を
、
飽
か
ず
に
眺
め
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

雨
だ
れ
落
ち
に
は
、
い
く
つ
か
の

言
い
な
ら
わ
し
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
小
便
し
て
は
い
け
な
い
と
、
子

ど
も
の
こ
ろ
言
わ
れ
た
と
い
う
人
も

い
ま
す
。
神
様
だ
か
何
だ
か
が
、
居

る
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
児
の
食
べ
ぞ
め
の
祝
い
、

多
く
は
生
後
百
日
目
に
行
わ
れ
る

「
お 
食
初 
め
」
の
膳
に
、
歯
が
固
く

く
い
ぞ

な
る
よ
う
に
と
、
丸
い
小
石
を
添
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
小
石

は
、
井
戸
の
そ
ば
と
か
、
雨
だ
れ
落

ち
と
か
で
拾
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
宅
で
お
産
を
す
る
の
が
普
通
で

あ
っ
た
こ
ろ
に
は
、 
胞
衣 
（
後
産
、

え
な

の
ち
ざ
ん
、
あ
と
ざ
ん
）
の
し
ま
つ

を
、
家
の
者
が
し
て
い
ま
し
た
。
ト

ン
ボ
グ
チ
（
主
屋
の
入
口
）
の
下
に

埋
め
た
り
、
方
角
を
え
ら
ん
で
庭
な

ど
の
一
隅
に
埋
め
た
り
し
ま
し
た
。

家
を
継
ぐ
者
だ
か
ら
と
、
長
男
の
胞

衣
は
大
黒
柱
の
そ
ば
に
埋
め
た
と
い

う
家
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次
男

な
ど
家
を
出
る
者
の
胞
衣
は
、
雨
だ

れ
落
ち
の
一
角
に
埋
め
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

雨
だ
れ
落
ち
は
、
内
と
外
、
家
と

世
間
と
を
分
け
る
境
界
で
も
あ
り
ま

し
た
。「
雨
だ
れ
落
ち
は
三
途
の
川
」

と
い
う
人
も
あ
っ
た
の
は
、
雨
だ
れ

落
ち
の
向
こ
う
側
は
世
間
だ
か
ら
、

一
歩
出
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
が
待
ち
う

け
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
、

い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

雨
だ
れ
落
ち
の
内
側
の
軒
下
、
軒

場
は
、
季
節
の
収
穫
物
を
と
り
あ
え

ず
取
り
込
ん
で
お
く
場
所
で
も
あ
り

ま
し
た
。
梅
雨
に
入
る
時
期
、
刈
り

取
っ
た
小
麦
の
束
を
、
雨
に
あ
て
ぬ

よ
う
に
軒
下
に
運
び
ま
す
。
風
通
し

を
よ
く
し
て
、
い
き
れ

�

�

�

な
い
よ
う
に

立
て
か
け
て
並
べ
、
そ
の
上
に
横
積

み
に
し
、
ま
た
立
て
か
け
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
、
青
柿
を
つ
ぶ
し
て

取
っ
た
柿
渋
を
、
焼
酎
が
め
と
か
ガ

ラ
ス
び
ん
な
ど
に
入
れ
て
密
封
し
、

軒
下
の
日
陰
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
た

り
す
る
こ
と
も
し
ま
し
た
。
こ
う
し

て
お
く
と
、
温
度
が
比
較
的
一
定
し
、

よ
く
発
酵
し
た
も
の
で
す
。

　

草
屋
根
の
暮
ら
し
で
は
、
雨
漏
り

が
、
何
よ
り
も
面
倒
な
悩
み
の
種
で

し
た
。
大
が
か
り
な
葺
き
か
え
は
、

材
料
も
人
手
も
そ
れ
は 
大
事 
な
の
で
、

お
お
ご
と

少
し
ず
つ
差
し
か
え
を
し
た
も
の
で

す
。「
獅
子
狼
よ
り
む
る
（
漏
る
）
が

怖
い
」
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
り
ま
し

た
。
よ
く
知
ら
れ
た「
古
屋
の
漏
り
」

と
い
う
昔
話
に
も
出
て
く
る
こ
と
ば

で
す
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１２５－

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
８
時　

２７

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
・　

日
�
午

１７

２４

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１６

民
税
（
第
１
期
分
）
は
、
６
月　

日
３０

�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

１
月
１
日
現
在
、
償
却
資
産
の
所

有
者
（
法
人
・
個
人
）
の
方
で
、
平

成　

年
度
分
の
申
告
を
ま
だ
し
て
い

１６
な
い
方
は
、
申
告
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
初
め
て
申
告
す
る
方
は
、

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

償
却
資
産
と
は
事
業
用
資
産
で
、

法
人
税
ま
た
は
所
得
税
で
減
価
償
却

の
対
象
と
な
る
資
産
（
別
表
参
照
）

を
い
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

〔
募
集
期
間
〕
７
月
１
日
�
か
ら　
１４

日
�
ま
で

〔
募
集
霊
園
〕
多
磨
、
小
平
、
八
王

子
、
八
柱
、
青
山
の
５
霊
園
と
多
磨

合
葬
埋
蔵
施
設

〔
受
付
期
間
〕
７
月
１
日
�
か
ら　
１４

日
�
ま
で
の
消
印
が
あ
り
、　

日
�

１６

正
午
ま
で
に
新
宿
郵
便
局
に
届
い
た

も
の
の
み
有
効

〔
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
〕
産

業
生
活
課
へ
。

　

第　

回
狛
江
市
民
ま
つ
り
を　

月

２８

１１

　

日
�
・　

日
�
に
開
催
し
ま
す
。

１３

１４

〔
応
募
条
件
〕
協
賛
金
品
に
つ
い
て

は
協
賛
者
名
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
掲

載
（
協
賛
金
５
�
０
０
０
円
以
上
か

ら
。
協
賛
品
に
つ
い
て
は
定
価
相
当

 ■償却資産の例示

課　税　客　体資産の種類

門、塀、舗装路面、煙突、ネオン、内装、外
装、庭園、その他土地に定着する土木設
備等

構 築 物１

旋盤、ボール盤、プレス機、モーター、ポン
プ、工作機械、建設機械、印刷機、ボイ
ラー装置、科学機械、コンベアー、医療機
械、その他物品の製造・加工等に使用す
る機械および装置等

機械および
装 置

２

ボート、釣船、貨物船等船 舶３

飛行機、ヘリコプター、グライダー等航 空 機４

フォークリフト、構内運搬車、自転車、大型
特殊自動車、ロードローラー、ブルドー
ザー、パワーショベル、タイヤローラー等
（ただし、自動車税、軽自動車税が課税さ
れるものは除く）

車両および
運 搬 具

５

机、椅子、計算機、測定工具、検定工具、
応接セット、陳列ケース、ロッカー、医療用
機器、理容・美容機器、金庫、タイプライ
ター、自動販売機、冷蔵庫、テレビ、クー
ラー、その他各種工具および備品等

工具・器具
および部品

６

※アパート、駐車場等を経営している場合、土地・家屋以外の
資産（エアコン、外溝、塀、アスファルト舗装、砂利敷、フェンス
等）は、償却資産に該当します。

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

　国民健康保険に加入している方、どこの健康保険にも入っ
ていない方、世帯の異動等、別表のような変更があったとき
は、届け出が必要です。必要書類を持って届け出てください。
〔問い合わせ〕保険年金課

国民健康保険の変更は１４日以内に

手続きに必要なものこんなときは手続きを

転出証明書（すでに国保に加入し
ている家族がいる場合は保険証や
高齢受給者証）

他の区市町村から転入してきたと
き国

保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた証明書（す
でに国保に加入している家族がいる
場合は保険証や高齢受給者証）

職場の健康保険をやめたとき
（退職したとき）または扶養家
族でなくなったとき

保険証、母子健康手帳、振込先の
口座のわかるもの、印鑑子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

年金証書、保険証

厚生年金、共済年金の老齢（退
職）年金を受けることになった
とき、およびその被扶養者に
なったとき

退
職
者
医
療
制
度

に
該
当
し
た
と
き

保険証、高齢受給者証をお持ちの
方は受給者証他の区市町村へ転出するとき

国
保
を
や
め
る
と
き

国保の保険証、高齢受給者証をお
持ちの方は受給者証、新たに入っ
た健康保険の保険証

職場の健康保険に加入したとき、
またはその扶養家族になったと
き

保険証、印鑑、高齢受給者証をお
持ちの方は受給者証死亡したとき

保険証、高齢受給者証をお持ちの方
は受給者証、生活保護決定通知書生活保護を受けるようになったとき

保険証、高齢受給者証をお持ちの
方は受給者証

住所・氏名・世帯主などが変わっ
たときそ

の
他 使えなくなった保険証や高齢受給

者証があるときは、その保険証や
受給者証

保険証や高齢受給者証をなくし
たり、汚れて使えなくなったと
き

市
民
ま
つ
り
協
賛
金
品
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

償
却
資
産
が
未
申
告
の
方
へ

東
京
都
立
霊
園
の
申
し
込
み

額
に
換
算
し
て
掲
載
）

〔
応
募
資
格
〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

中
学
生
以
上
の
方

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
協
賛

金
品
は
９
月　

日
�
ま
で
の
平
日
、

１３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
６
月　

日
�
ま
で

３０

の
平
日
、
い
ず
れ
も
午
前
８
時　

分
３０

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
市
民
ま

つ
り
事
務
局
（
市
民
協
働
課
）へ
。

▽
第
３
分
科
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
５
０
４
会
議
室

▽
第
５
分
科
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

１７

ら〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

２２

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
６
時　

２１

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
７
月
２
日
�
午
後
６
時
か

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
諮
問
事
項
〕
�
（
仮
）
健
康
こ
ま

え　

�
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

２１
法
に
基
づ
く
行
動
計
画

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
６
時　

２５

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
２
時
か

２６

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

�
第
９
回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
委

員
会

�
第　

回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

１３

民
会
議

�
第
２
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

�
第
１
回
市
民
福
祉
推
進
委
員
会

�
第
１
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
策
定
委
員
会

�
第
１
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
市
民
協
議
会



構成比借入残高
４７.４％２３億６�０９３財 務 省

３９.０％１９億４�３３９公営企業金融公庫

１３.６％６億７�４６６総 務 省

１００.０％４９億７�８９８合　　　　　　計

構成比借入残高
６６.５％ ２億８�２２２公営企業金融公庫

３３.５％１億４�２０５総 務 省

１００.０％４億２�４２７合　　　　　　計

広報こまえ　平成１６年（２００３年）6月１５日　�

　１５年度の当初予算額は２２７億８，８００万円で、６回の補正により１億１，４９４万
円を増額して、前年度からの繰越事業分の５，０７５万円を含めた予算額は、２２９
億５，３６９万円となっています。
　３月３１日現在の予算額に対する執行状況を歳入と歳出に分けると図（一般会
計予算の執行状況）のとおりです。
　収入済額は２１９億６，９６５万円で、予算現額に対し９５.７％の収入率になってい
ます。
　支出済額は２１２億５，６７５万円で、予算現額に対し９２.６％の執行率になってい
ます。

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況をををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせしししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
　市の財政の実態を広く正しく理解していただくため、年２回（６月と１２月）財政状況を公表しています。
　今回、平成１５年度下半期（平成１６年３月３１日現在）の執行状況についてお知らせします。
〔問い合わせ〕財政課

　各特別会計予算の執行状況は、表（各会計別予算の執行状況）のとおりです。

　庁舎、学校、市民センター、地域センターなどの建
物や土地、その他の財産は次のとおりです。
▽土地３２万１�３１５�
▽建物１２万７�３２４�
▽各基金計１５億７�８７１万円

執行率収入率執行済額収入済額歳入・ 歳 出 予 算 現額区分
会計名 合　計下半期上半期当初予算

９２.６９５.７２１２億５�６７５２１９億６�９６５２２９億５�３６９△１億８�４００３億４�９６９２２７億８�８００一 般 会 計

８９.７８９.６５５億４�２５９５５億３�６２２６１億７�８８１１億２�８１４７�３６１ ５９億７�７０６国民健康保険

特

別

会

計

９１.９９２.１５０億２�６０１５０億３�５８９５４億６�８５２１億１�３８０４�０２４５３億１�４４８老人保健医療

８７.４９８.３２４億５�５９７２７億６�１７０２８億　９４２△１�９１８４�７５１２７億８�１０９介 護 保 険

８９.０８８.１１５億７�７６７１５億６�０１６１７億７�１８３△４５６１７億７�６３９公共下水道

９９.４１０２.５７�７１０７�９５２７�７５６７�７５６駐車場事業

８５.１９５.６６億７�７４２７億６�０５６７億９�５６２△１億６�０３８１�５００９億４�１００受託水道事業

９１.４９４.１３６６億１�３５１３７７億　３７０４００億５�５４５△１億２�６１８５億２�６０５３９６億５�５５８合　 計

（単位：万円、％）■各会計別予算の執行状況

２４５億２�１７５万円一　般　会　計

４９億 ７�８９８万円公共下水道特別会計

４億２�４２７万円駐車場事業特別会計

２９９億２�５００万円合　　　　　計

■公共下水道特別会計

■駐車場事業特別会計

　市債は、市の借金で小・中学校、
公共下水道等の整備の一部として国
や都、銀行などから借りているもの
です。
　市債の借入の状況は次のとおりで
す。

■市債現在高の状況

構成比借入残高

４０.３％９８億８�６１３財 務 省

２２.７％５５億５�３９３東 京 都

１４.３％３５億    ９３５総 務 省

１６.３％４０億    ６９４市 中 銀 行

４.５％１１億    １９９公営企業金融公庫

１.９％４億６�３４１共 済 等

１００.０％２４５億２�１７５合　　　　　　計

（単位：万円）

（単位：万円）

■一般会計 （単位：万円）

市 債

特 別 会 計

一 般 会 計

■平成１5年度下半期



■  講義形式

担当 課サ ブ タ イ ト ル講　 座　 名番号

企画調整課狛江市ってどんなまち狛江市の概要１

企画調整課水と緑の住みよいまちづくり狛江市の基本計画２

企画調整課みんなでつくろう個性あるまちづくり地方分権てなに３

企画調整課健全育成のしくみ青少年の健全育成４

企画調整課男女共同参画社会を目指して 女性問題ってなあに５

財政課今、財政状況は？！狛江市の財政６

財政課公共工事入札・契約制度について市の入札・契約制度７

市民協働課市民参加の方法狛江市の市民参加８

市民協働課市民協働の取り組み狛江市の市民協働９

市民協働課ＮＰＯ法人の基本から法人設立認証申請までＮＰＯ法人ってな～に？１０

市民協働課活用しましょうみんなのコミュニティ施設地域・地区センターの利用方法１１

市民協働課行ってみよう自然豊かな狛江のふるさとへふるさと友好都市川口町１２

総務防災課災害が発生したらあなたはどうしますかわがまちの防災対策１３

職員課職員課の仕事とは？職員課の仕事１４

情報課情報公開制度と個人情報保護透明・公正な市政とプライバシー保護１５

市民課わかりやすい市民課窓口手続き市民課窓口の仕事１６

課税課暮らしと税金市税について１７

収納課市税の徴収とはどんなこと市税等の徴収について１８

保険年金課みんなで支え合う国民健康保険国民健康保険のしくみ１９

保険年金課老人医療保険制度について老人医療のしくみ２０

保険年金課あなたが育てる国民年金老後のパートナー国民年金が柱です２１

産業生活課賢い消費者となるために消費生活講座２２

産業生活課トラブルの解決は専門家に相談を市民相談について２３

産業生活課市民保養施設でリフレッシュを市民保養施設のご案内２４

産業生活課高齢者等に配慮した住宅高齢者・障害者の住宅について２５

産業生活課都市化の進む中での農業狛江の農業２６

産業生活課これからの商工業狛江の商工業２７

社会福祉課
高齢福祉課何か困ったこと　ありましたか　ありますか福祉サービス入門２８

高齢福祉課在宅福祉サービスを中心に－高齢者編－高齢者福祉について２９

担 当 課サ ブ タ イ ト ル講　 座　 名番号

社会福祉課在宅福祉サービスを中心に－障害者編－障害者福祉について３０

高齢福祉課いつか　あなたも　介護する　介護を受ける介護保険制度 ３１

健康課健康なんでも相談出張健康相談３２

健康課これで安心！！　狛江に生まれてよかった狛江における育児支援体制３３

健康課いつまでもいつまでもお元気でねたきり予防のあれこれ３４

健康課ハ、ハ、ハ　あなたは何本の歯で笑えますか大事にしようあなたの歯３５

健康課食生活についてちょっと考えてみませんか
　～おやつのカロリー編～ワンポイント栄養教室３６

児童福祉課保育園てどんなところ保育園のご案内３７

清掃課ごみ減量・資源循環型都市を目指して狛江のごみ３８

環境改善課今、なぜ環境か環境基本計画３９

環境改善課自然とよりそう緑のまち・狛江狛江市緑の基本計画４０

管理課安全・快適で住みやすいまちづくりのために「みち」のはなし４１

計画課みんなで考えようあなたのまちを狛江のまちづくり４２

整備課みちづくり　まちづくり道路の役目４３

整備課水と緑を守る大切さ弁財天池について４４

水道課一滴の輝き…限りある水狛江市の水道４５

学校教育課教育環境の充実のために狛江の学校教育４６

指導室教育現場へのサポート狛江市教育研究所の事業について４７

社会教育課原始から現代まで狛江の歴史と文化財４８

体育課１市民１スポーツを目指して体育施設の利用について４９

公民館行ってみよう　公民館公民館利用方法５０

中央図書館図書館を使って得しよう図書館の使い方５１

選挙管理委員
会事務局選挙？これだけは覚えておこうやさしい選挙のはなし５２

■体験形式

担当 課サ ブ タ イ ト ル講　 座　 名番号

整備課あなたも現場監督さんこの目で見よう「工事現場」１

中央図書館図書館の仕事とは？体験しよう図書館員２

選挙管理委員
会事務局選挙ってな～に児童・生徒の選挙体験３

●対象●
　市内に在住・在学・在勤する１０人以上で構成された団体（講座
を受講するため、一時的に作った団体でも対象となります）
●開催日●
　月曜日から金曜日までの午前９時から午後９時まで。土・日曜日、
祝日は午前９時から午後５時まで。ただし、年末年始（１２月２８日か
ら１月４日まで）は実施できません。講義時間は２時間以内です。
●会場●
　市内に限ります。公共施設、自治会施設および自宅など、会場の

手配や準備は主催者側でお願いします。
●講師料●
　無料（講座によっては、教材費等の実費が必要です）
●申込方法●
　講座を開催しようとする日の１４日前までに社会教育課へ申し込
みください。申込書は社会教育課にあります。
※まなび講座は、苦情や陳情を受ける場ではありません。趣旨をご
理解のうえ申し込みください。また、政治・宗教・営利を目的とし
た催しなどでは、講座を実施することができません。

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）６月１５日

　まなび講座は、市民の皆さんが主催する学習会などに市の職員が出向き、
分かりにくい行政の制度や市政の取り組みなどの説明を行う制度です。
　地域のグループ・自治会等の学習会に、ぜひ利用ください。
〔申し込み・問い合わせ〕社会教育課へ。
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あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
６
月　

日
�
午

１８

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽　

日
�
午
後
２
時

２１

〜
４
時
、
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

２０

２７

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を

し
て
よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
な
ど

お
困
り
の
場
合
は
、
市
役
所
高
齢

福
祉
課
や
市
内
に
あ
る
３
つ
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
ま
え

苑
�
（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
、

こ
ま
え
正
吉
苑
�
（
５
４
３
８
）

２
５
２
２
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
�
（
５
４
３
８
）
７
３
３
３
」

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
以
外
の
高
齢

者
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
も
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

現
在
利
用
し
て
い
る
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
で
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
関
す
る
不
満
や
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
に
対
す
る
苦
情
等
に
関
し

て
は
、
市
役
所
に
て
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
は
苦

情
相
談
員
に
よ
る
窓
口
�
（
３
４

３
０
）
１
６
３
１
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
に
直
接
話
せ
な

い
場
合
な
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
を
受
け
た
際
、
電
話
に

よ
る
聞
き
取
り
や
訪
問
に
よ
り
状

況
を
把
握
し
た
う
え
で
調
整
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
対
し
て
助
言
を
行
い
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
改
善
等
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

狛
江
に
住
ん
で　

年
が
た
ち
ま
し

１９

た
。
地
域
の
環
境
保
全
に
、
で
き
る

範
囲
内
で
貢
献
し
た
い
と
考
え
、
平

成　

年
か
ら
狛
江
市
環
境
保
全
実
施

１２
計
画
の
中
の
、
水
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
有
志
に
よ
る
活
動
で
す
か

ら
、
取
り
組
み
の
歩
み
は
遅
々
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
雨
水
浸
透

ま
す
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
に
、

マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
は
、
雨
水
を
地
下

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
地
下
水
を 
涵 かん

 
養 
し
ま
す
か
ら
、
湧
水
の
復
元
に
つ

よ
うな

が
り
ま
す
。
ま
た
合
流
式
下
水
道

地
域
（
狛
江
は
約
６
割
の
地
域
が
、

雨
水
と
生
活
排
水
を
下
水
道
管
に
集

め
て
処
理
を
し
て
い
ま
す
）
で
は
、

下
水
道
管
へ
の
雨
水
の
流
入
量
を
減

ら
し
て
、
下
水
処
理
場
の
負
荷
を
減

ら
す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
に
貯

め
た
雨
水
を
、
散
水
や
洗
車
な
ど
に

利
用
す
る
普
及
活
動
や
、
多
摩
川
・

野
川
の
水
辺
の
整
備
な
ど
の
テ
ー
マ

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
は
月
１
回
、
平
日
の

夜
に
市
役
所
内
で
例
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
環
境
に
関
わ
る
施
設

を
見
学
し
た
り
、
自
然
環
境
の
学
習

を
楽
し
み
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
環
境
の
保
全
に
関
心
を
お
持
ち
の

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
当
グ
ル
ー
プ
活

動
へ
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

（
「
環
境
を
考
え
る
市
民
の
声
」
は

最
終
回
で
す
）

松島　正さん
和泉本町一丁目在住

�

　

市
民
活
動
に
参
加
し
て

介

護

保

険

に

関

す

る

相

談

等

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■
育
児
学
級

■
育
児
相
談

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
栄
養
教
室
「
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
」

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒ににににににににににににににににににににににににににににににににに気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気ををををををををををををををををををををををををををををををををを付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううう

み

－

ん

－

な

－

で

－

支

－

え

－

る

－

介

－

護

－

保

－

険

－

�

ＱＱ食中毒を防ぐには
ＡＡ次の三原則を守ることが必要です。

�つけない
　食中毒を起こす細菌は魚や肉、野菜
などの素材についています。調理時に
手や調理器具等を介して他の食品を
汚染し、食中毒の原因になることがあるので、手指、調
理器具は常に清潔にしましょう。
�増やさない
　食中毒を起こす細菌の多くは、温度管理が悪いと時間
の経過とともに増えます。食品は冷蔵庫に保管して室内
に放置しないようにし、調理された食品はできるだけ早
く食べましょう。
�やっつける

　食中毒を起こす細菌のほとんどは
熱に弱いので、食品の中心まで十分に
加熱しましょう。また、食器、調理器
具（特に包丁、まな板等）、シンク等
は、使用後に熱湯や塩素系漂白剤等で
消毒しましょう。

ＱＱ正しい手洗いの方法は
ＡＡ食事前、調理前、トイレやおむつ交換等の後には、よ
く手を洗いましょう。

〔問い合わせ〕健康課�（３４８８）１１８１



〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時　

１９

１０

３０

分
〜　

時
〔
会
場
〕
第
三
小
学
校

１１

〔
内
容
〕
お
は
な
し
の
会
「
く
ー
す

け
」
に
よ
る
お
は
な
し
会
▽
大
型
絵

本
「
と
べ
バ
ッ
タ
」
▽
お
は
な
し

「
さ
ん
ま
い
の
お
札
」
▽
工
作
「
お

り
が
み
」〔
対
象
〕
小
学
校
低
学
年
を

対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
毎
週
土
曜
日
の
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
に
一
般
開
放
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕
７
月
３
日
�
午
前　

時
開

１１

演
〔
内
容
〕
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
バ

ン
ビ
」
に
よ
る
人
形
劇
と
影
絵
〔
定

員
〕
１
０
０
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
正
午
開
場
・

２７

午
後
零
時　

分
開
演
・
５
時　

分
終

３０

３０

演
予
定
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
内
容
〕
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
マ
ン
ド

リ
ン
な
ど
の
器
楽
演
奏
、
女
声
・
混

声
に
よ
る
合
唱
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
和

太
鼓
な
ど
市
内
音
楽
団
体
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
音
楽
連
盟

初
夏
の
音
楽
会
実
行
委
員
会
・
小
笠

原
�
（
３
４
８
８
）
５
９
６
５

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
零
時　

２０

３０

分
開
場
・
１
時
開
演
・
４
時　

分
終

３０

演
予
定
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
内
容
〕
現
代
邦
楽
・
古
曲
・
和
楽

器
に
よ
る
組
曲
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
三
曲
協
会
・

大
山
�
（
３
４
８
９
）
１
５
５
５

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
付
〕
店
舗
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
�
・　

日
�

１６

１７

（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

〔
日
時
〕
７
月
３
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
１
時　

分
〔
講
師
〕
石
川
栄
三

３０

さ
ん
（
和
食
研
究
家
）〔
定
員
〕　

人
１６

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円
（
材
料
費
・

持
ち
帰
り
２
人
前
含
む
）〔
持
ち
物
〕

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
２
枚
・

ボ
ウ
ル
（
直
径　

�
位
）・
あ
れ
ば
菜

２５

切
包
丁

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
参
加
費
を
添

１５え
て
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３

４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。　

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時　

２４

１０

３０

分
か
ら
〔
対
象
〕
成
人
男
女
〔
定
員
〕

先
着　

人
〔
講
師
〕
廣
田
憲
三
さ
ん

１６

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円
（
材
料
費
）

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

ン
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・

三
角
巾

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
へ
。

〔
対
象
者
〕　

歳
以
上
で
狛
江
市
シ

６０

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会

で
き
る
方
、
若
干
名
〔
コ
ー
ス
〕
ハ

ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
〔
参
加
費
〕
テ

キ
ス
ト
代
自
己
負
担
〔
期
間
〕
９
月

３
日
�
〜　

日
�
の
う
ち　

日
間

１６

１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
記
入
の
う

え
、
７
月　

日
�
ま
で
必
着
。
〒
１

１６

０
２
―
０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田
橋

３
―　

―
３
東
京
し
ご
と
財
団
�

１０

（
５
２
１
１
）
２
３
２
７
へ
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
３
時　

２６

３０

分
開
場
・
４
時
開
講
・
６
時
ま
で

〔
会
場
〕
泉
龍
寺
別
院
〔
講
師
〕
宮

崎
清
さ
ん（
元
日
活
映
画
照
明
技
師
）

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
の
ま
ち
を
考

え
る
会
・
稲
田
�
（
３
４
８
０
）
７

８
１
５

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
�
午
前　

時

２２

１０

　

分
か
ら
�
午
後
７
時
か
ら〔
会
場
〕

３０あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
講
師
〕
山

中
裕
子
さ
ん
（
発
達
臨
床
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）〔
参
加
費
〕
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
バ
リ
ア
フ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

「
ナ
ナ
の
家
」
�
（
５
４
３
８
）
２

７
７
３
へ
。

■
い
き
い
き
広
場
「
ス
ラ
イ
ム
を
つ

く
ろ
う
」　
〔
日
時
〕
７
月
３
日
�
・

８
月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
〔
対

２１

１０

象
〕
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生
〔
定
員
〕
各
回
先
着　

人
〔
申
し

３０

込
み
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時
か
ら

１７

▽
第
２
回
「
就
職
フ
ェ
ア
」
企
業
の

担
当
者
と
直
接
面
談
が
で
き
ま
す
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
〜　

日
�
午

２８

３０

後
１
時
〜
４
時〔
会
場
〕六
本
木
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク
〔
対
象
〕
平
成　

年
３
月

１７

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
等
卒

業
予
定
者
お
よ
び
お
お
む
ね　

歳
代

２０

ま
で
の
同
学
歴
の
既
卒
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
生
職
業
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
�
（
３
５
８
９
）
８
６

０
９

▽
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
就
職
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

〔
試
験
日
〕　

月　

日
�
〔
申
込
期

１０

２４

間
〕
７
月
５
日
�
〜　

日
�
（
郵
送

３１

の
み
）〔
要
項
配
布
期
間
〕
７
月　

日
３１

�
ま
で
※　

部
以
上
希
望
す
る
方
は

１０

東
京
都
高
齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財

団
�
（
５
２
０
６
）
８
７
３
５
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

６
月　

日
�
市
長
選
挙
の
開
票
所

２０

と
な
り
ま
す
の
で
、
終
日
全
館
休
館

し
ま
す
。

※
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
端
末
機
も
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

　

７
月
１
日
�
〜
８
月　

日
�
（
予

２０

定
）
の
間
、
格
技
室
の
空
調
工
事
を

行
い
ま
す
。
期
間
中
、
全
面
使
用
中

止
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
時
〕
７
月
４
日
�
午
前　

時
か

１０

ら
大
掃
除
、　

時
か
ら
利
用
者
懇
談

１１

会〔
問
い
合
わ
せ
〕
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

■
市
民
総
合
体
育
館
休
館

お
知
ら
せ�

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）６月１５日

■
就
職
活
動
中
の
皆
さ
ん
へ

■
や
さ
き
や
ま
文
庫
お
は
な
し
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
講
演
会
「
子
育
て
の
い
ろ
い
ろ
、

一
人
で
悩
ま
な
い
で
」
〜
発
達
、
し

つ
け
、
ほ
め
方
、
し
か
り
方
、
親
の

ス
ト
レ
ス
〜

■
七
夕
さ
ま
と
人
形
劇
・
影
絵

■
狛
江
市
三
曲
協
会
第
５
回
演
奏
会

■
廃
棄
物
等
を
出
す
時
は

▽
ご
み
は
見
え
る
場
所
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。

▽
ご
み
置
場
の
前
に
自
動
車

等
が
駐
車
さ
れ
る
と
ご
み
収

集
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▽
動
物
等
の
糞
は
自
宅
の
便

所
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
夏
の
時
期
に
可
燃
ご
み
を
出
す
時
は

　

水
分
が
多
い
ご
み
は
収
集
車
に
入
れ
る
と
き
、
袋
が
破
裂
し
ご
み

が
飛
散
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
分
を
切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
集
合
住
宅
の
ご
み
の
出
し
方
は

　

指
定
日
以
外
に
他
の
ご
み
を
出
す
所
が
市
内
の
一
部
の
集
合
住
宅

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
は
分
別
が
で
き
て
い
な
い
ご
み
は
収
集
し

ま
せ
ん
。

■
せ
ん
定
枝
葉
ご
み
の
出
し
方
は

▽
可
燃
・
不
燃
ご
み
の
収
集
日
と
一
緒
の
場
合
は
、
せ
ん
定
枝
葉
ご

み
を
離
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
貼
り
紙
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
竹
・
し
ゅ
ろ
の
木
を
せ
ん
定
し
た
物
は
、　

�
以
内
に
切
っ
て
可

３０

燃
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
カ
ラ
ス
対
策

▽
カ
ラ
ス
が
食
い
散
ら
か
し
た
ご
み
は
収
集
作
業
す
る
時
に
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
清
掃
課
で
は
、「
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
」（
ゴ
ル
フ
練

習
用
ネ
ッ
ト
）
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
カ
ラ
ス
除
け
と
し
て
「
毛
布
・
シ
ー
ツ
お
よ
び
よ
し
ず
」
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
貼
り
紙
等
の
目
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
危
険
で
す

▽
ご
み
収
集
車
に
ご
み
を
直
接
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
竹
串
な
ど
折
れ
る
物
は
折
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
げ
の
あ
る
植
物
等
（
バ
ラ
・
山
椒
の
木
）
は
他
の
ご
み
の
袋
と

一
緒
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
蛍
光
管
は
裸
の
ま
ま
で
出
す
と
収
集
作
業
中
に
壊
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
購
入
し
た
時
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ビ
ン
等
の
割
れ
た
物
を
出
す
時
は
、
袋
を
二
重
に
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
よ
り
一
層
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す 
 

〜
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
き
れ
い
な
ま
ち
へ
〜

■
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
料
理
教
室

〜
そ
ば
打
ち
教
室
〜

■
第　

回
「
初
夏
の
音
楽
会
」

３２

■
こ
ま
え
楽
市

■
手
打
ち
う
ど
ん
楽
習
会

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業
支

援
講
習

■
第　

回
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
塾
市
民
講
座

３７

「
一
映
画
人
の
昭
和
史
」

■
平
成　

年
度
東
京
都
介
護
支
援
専

１６

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
受
験
要
項

配
布

■
市
民
総
合
体
育
館
格
技
室
工
事

■
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
大
掃

除
・
利
用
者
懇
談
会

公
民
館�

�

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

シリーズ　－８－ ごみゼロに向けて 〔問い合わせ〕清掃課●●●



■
ひ
ま
わ
り
の
集
い
「
ひ
ま
わ
り

ス
イ
カ
割
り
」　
〔
日
時
〕
７
月
７

日
�
午
前　

時　

分
か
ら〔
対
象
〕

１０

３０

乳
幼
児
親
子
〔
申
し
込
み
〕
６
月

　

日
�
か
ら

１５■
映
画
会　
〔
日
時
〕６
月　

日
�

３０

午
後
２
時
〜
３
時
〔
内
容
〕
ザ
・

ド
ラ
え
も
ん
ズ
〔
対
象
〕
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）
か
ら

■
い
ず
み
ミ
ニ
え
ん
に
ち　
〔
日

時
〕
７
月　

日
�
午
後
１
時
〜
４

１０

時
〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�
か

２８

ら
チ
ケ
ッ
ト
を
無
料
配
布

■
低
学
年
セ
ン
タ
ー
合
宿　
〔
日

時
〕
６
月　

日
�
午
後
５
時
〜　

２６

２７

日
�
午
前
８
時
〔
対
象
〕
小
学
校

１
〜
３
年
生
〔
参
加
費
〕
６
０
０

円
〔
申
し
込
み
〕　

日
�
〜　

日

１５

２２

�■
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ（
源
流
体
験
）

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
〜　

日
�

２６

２８

〔
行
き
先
〕
山
梨
県
小
菅
村
〔
対

象
〕
市
内
在
住
の
小
学
校
４
〜
６

年
生
〔
定
員
〕　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

〔
参
加
費
〕
９
�
５
０
０
円
〔
申

し
込
み
〕
６
月　

日
�
〜
７
月
３

２１

日
�

■
ふ
れ
あ
い
の
音
楽
会
〜
親
子
で

楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
〜　
〔
日
時
〕

７
月
４
日
�
▽
０
・
１
歳　

午
前

　

時
か
ら
▽
２
歳
以
上　

午
後
１

１１時
か
ら（
各　

分
程
度
）〔
対
象
〕乳

４０

幼
児
親
子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申

３０

し
込
み
〕
６
月　

日
�
か
ら

２１

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
お
腹
の

中
か
ら
こ
と
ば
育
て
」　

言
語
聴

覚
士
の
中
川
信
子
さ
ん
が
わ
か
り

や
す
く
こ
と
ば
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
〔
日
時
〕
７
月
７
日
�
午
前

　

時　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕

１０

３０

１１

３０

乳
幼
児
保
護
者
（
２
歳
以
上
保
育

可
）〔
定
員
〕　

組
〔
申
し
込
み
〕

２０

６
月　

日
�
か
ら

２１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕６
月　

日
２３

�
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天

４０

１１

翌
日
）〔
持
ち

物
〕
着
替
え
・

タ
オ
ル
等
※
親

子
と
も
汚
れ
て

よ
い
服
装
で

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕６
月　

日
１８

�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

■
人
形
劇
と
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕

７
月
１
日
�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

　

地
域
で
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

人
（
利
用
会
員
）
と
行
い
た
い
人

（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、

育
児
に
つ
い
て
助
け
合
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
事

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
員
に
登
録
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
説
明
会
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
３
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館
※

託
児
（
２
歳
以
上
）
あ
り
。
希
望
者

は
、
２
日
前
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７

　

６
月　

日
�
午
後
８
時
〜　

時
の

２０

１０

２
時
間
を
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
・
２
０

０
４
〜
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
〜
」
と
題
し
て
、
全
国
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
施
設
や
各
家
庭
の
電
気
を
一

斉
に
消
す
こ
と
を
広
く
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
省
地
球
温
暖

化
対
策
課
�
（
５
５
２
１
）
８
３
４

１

　

返
済
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
返
済
相
談
の
結
果
を
踏
ま

え
、
勤
務
先
の
倒
産
な
ど
に
よ
り
返

済
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
方
で
一
定

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
に
つ
い
て
、

返
済
期
間
の
最
長　

年
間
延
長
、
３

１５

年
間
の
元
金
措
置
期
間
の
設
定
お
よ

び
措
置
期
間
中
の
金
利
引
下
げ
を
行

い
ま
す
。

〔
救
済
措
置
期
限
〕
平
成　

年
３
月

１７

　

日
ま
で

３１〔
問
い
合
わ
せ
〕
住
宅
金
融
公
庫
東

京
支
店
返
済
相
談
室
�（
５
２
６
１
）

８
９
２
１

〔
日
時
〕７
月
６
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
職
種
〕
保
育
士
〔
資
格
〕
保
育
士

ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
（
保
育

士
養
成
学
校
等
在
学
中
の
学
生
も

可
）
の
あ
る
方
〔
勤
務
期
間
〕
７
月

　

日
�
〜
９
月　

日
�
の
市
が
指
定

１４

１６

す
る
日
〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時
〔
勤
務
場
所
〕
市
立

保
育
園
〔
募
集
人
数
〕　

人
程
度
※

１０

募
集
人
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
・
資
格
証
明

２５書
お
よ
び
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
児

童
福
祉
課
へ
。

▽
子
ど
も
む
い
か
ら
宿
泊
体
験　

古

民
家
園
に
宿
泊
し
て
、
昔
の
暮
ら
し

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〔
日
程
〕

７
月　

日
�
〜
８
月
１
日
�
〔
応
募

３１

資
格
〕
市
内
在
住
の
小
学
校
４
〜
６

年
生
〔
定
員
〕
男
女
各
６
人
〔
参
加

費
〕
１
�
５
０
０
円
〔
準
備
活
動
〕

７
月　

日
�
午
後
１
時
〜
３
時
に
顔

１０

合
わ
せ
会
を
実
施
し
ま
す
（
欠
席
者

は
宿
泊
参
加
で
き
ま
せ
ん
）〔
申
し
込

み
〕６
月　

日
�
午
前　

時
か
ら（
先

１８

１０

着
順
）
参
加
す
る
子
ど
も
の
保
護
者

の
方
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
今

後
開
催
す
る
保
護
者
説
明
会
の
時
に

保
護
者
の
承
諾
書
の
提
出
、
参
加
費

の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
む
い
か
ら
子
ど
も
会
「
七
夕
飾
り

を
作
ろ
う
」　
〔
日
時
〕
７
月
３
日
�

午
後
２
時
〜
４
時
〔
定
員
〕　

人
２０

〔
対
象
〕
子
ど
も
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）〔
持
ち
物
〕
は
さ
み

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
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地　　域電話番号住　　所会 長 名名　　称

中和泉２～４丁目（３４８０）２９１３中和泉２－５－２７沼尻善四郎第一長寿会

岩戸南全域（３４８０）６２２２岩戸南４－２７－２２東　　祐吉第二長寿会

東野川全域（３４８９）６６３７東野川２－２２－１４大平さく江第三長寿会

西和泉全域０４２４（８４）７３５９西和泉１－１５－１０１有田多美子多摩川六十路会

猪方全域（３４８０）８６５０猪方２－２２－８青木　健二南部長寿会

東和泉１～３丁目（３４８９）３８２０岩戸北３－１９－１４細田　斌司いづみ長寿会

岩戸北全域（３４８９）０２７１岩戸北１－１７－４高橋　泰雄あづま長寿会

中和泉１丁目
元和泉１丁目（３４８９）３１８８元和泉２－２５－２７高野喜代子第五長寿会

東和泉４丁目
元和泉２～３丁目（３４８０）３９２９東和泉３－７－１９土本　義夫第六長寿会

西野川全域（３４８０）０９４４西野川２－１３－８森戸　克一第七長寿会

駒井町全域（３４８０）２３３４駒井町２－９－７金森　秀雄駒井町健康クラブ

和泉本町全域
（都営住宅を除く）（３４８９）４８８９和泉本町３－１９－１海波　　巌和泉本町健康クラブ

和泉本町４丁目７番
（都営住宅）

（３４８９）７４８４和泉本町４－７－３４
－５０５－２０４田島　孝一狛江団地長寿会

（３４８９）２１７９和泉本町４－７－５
－２０４安武　俊克若草会

（３４８９）４６３３和泉本町４－７－２
－２０２海野　兼由狛江団地健康クラブ

狛江セントラルハ
イツ（５４９７）０８８１和泉本町１－３６－１

－１００６伊藤　一三はなみずき会

老人クラブ会員募集 入会資格は６０歳以上の方


